
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 
 私は平成 16 年４月から平成 1９年３月まで
の約 3年間、ベルギー王国にあるブラッセル日
本人学校に文部科学省派遣教員として勤務した。 
 派遣時のヨーロッパは、EU 統合が始まって

１１年、ユーロの通貨統合から６年が経過し、

この年の５月からは、共同体も１２カ国から２

５カ国に拡大し、試行錯誤の時期を経ていよい

よ本格的にヨーロッパが一つに移行し始めた時

期であった。 
 EUの拡大は、日本企業の進出を促している。
特にトヨタを頂点とする自動車産業は、旧東欧

への進出を視野に入れながら、経営戦略の軸を

ヨーロッパに移している。よって、ベルギー国

内の在留日本人の数も年々増加し、６．５００

人を超えるようになった。実際、ブラッセル日

本人学校の児童生徒の数も、派遣当初の約 300
人から、現在は約 370人と年々増加の一途をた
どっている。 
 また、２００４年８月のアテネ夏季オリンピ

ック、２００６年２月のトリノ冬季オリンピッ

ク、２００６年６月のドイツでのワールドカッ

プサッカーと、ヨーロッパにおいて世界的なイ

ベントがこの派遣期間、目白押しに開催された。 
 このような世界的に見てももっとも注目され

る時期にヨーロッパの中心と言えるベルギー王

国に派遣されたことは、私の教職人生にとって、

またとない貴重な研修の期間となった。 
これから、この３年間の研修派遣の成果を述

べる。 
 
２．ベルギーの概要 
（１） 複雑な地理・歴史・政治・経済 
非常に複雑な経緯をたどってベルギー王国は成 

 
 
 
 
 
 
 
立した。（オランダから独立したのは、１８３１

年）この経緯を知らなければ、ベルギーを理解

することはできないが、ここではその概略の一

部を紹介するに留めておく。 
 ベルギーの国土は、ドイツ、オランダ、ルク

センブルグ、フランス、そして、ドーバー海峡

を隔ててイギリスにかこまれている。 
国土は１０の州からなり、総面積は約３万平

方 km、日本の１２分の１以下である。（北海道
の約３分の２）しかし、一つひとつの州には独

自の歴史や文化が残っており、これらの州はか

つて一つの国として、その領主が治めていた。

現在ある州もそのかつての領地が基本となって

いる。 
 １９９３年、憲法改正によりベルギーは６つ

の「国」が誕生、この６つの「国」の連邦国家

がベルギー王国である。また、このうちの３つ

は同じ言語（オランダ語、フランス語、ドイツ

語）を話す人々によって作られ、「共同体」と呼

ばれている。 
ただ、このように多言語が飛び交うベルギー

であるが、オランダ語圏の北部フラマン地域と

フランス語圏の南部ワロン地域では、ここ最近

不協和音が続き、６月の総選挙を終えても、い

まだに（２００７年９月現在）新政府が樹立さ

れていないようである。理由としては、ベルギ

ーはかつて、炭鉱、鉄鋼などを有するフランス

語系のワロン地域が石炭産業、鉄鋼産業などで

優位に立っていたが、現在は逆に北部オランダ

語系のフラマン地域が自動車や情報技術などの

新産業を擁し力をつけていくにつれ、独立の気

運が高まっていることが考えられる。 
ベルギー語という国語が無く、「純粋なベルギ 

ヨーロッパの心臓、ブラッセルで勤務して 
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長沼町立北長沼小学校 教諭 加藤康徳 
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ー人は国民の約 4 割しかいない。」と言われて
いるこの国にEU本部やNATO軍の本部が置か
れているのは、微妙なバランスをとりながらも、

「国」として成り立っているからに他ならない。 
 これからも話し合いを重ねながら共生の道を 
探って欲しいと切に願う。 
  
 （２）現地の教育事情 
 ベルギーの子供達は２歳半ぐらいから、幼稚 
園や保育園に通う。５歳になると小学校での義 
務教育が始まり、１２歳からは中等教育となり、 
高等学校卒業、もしくは１９歳で義務教育を終 
える。 
学校の費用は一切国が補助し、学費は無料で

ある。（私立では有料）完全週５日制で、水曜日

は午前中、午後は各コミューンのクラブ活動に

参加する子供が多い。昼食は自由選択で、帰宅

しても給食を受けても弁当でも構わない。 
クラスの人数は２５名前後で、成績などは家

庭に対して細かく通知される。保護者会は夜開

かれ、必ず両親そろって出席する。 
学校や先生のやることに保護者が干渉するこ 

とは少ない。というのもベルギーには学区制 
がなく、学校を選んだり、変わったりするこ 
とが自由だからだと考える。 
ベルギーでは、教育政策に関する権限が国家 

ではなく、連邦を構成する言語共同体（オラン

ダ語圏、フランス語圏、ドイツ語圏）に有り、

小学校からそれぞれの公用語を学ぶことが義務

付けられる。 
 
 ①就学前教育 
 日本と同じく、義務教育ではないが、共働き

の多いベルギーでは、早くから子供を幼稚園に

通わせる。幼稚園も国の補助を受けられるので、

学費は無料である。ちなみに、私の息子達も現

地の幼稚園に入園させた。（日本人幼稚園は月に

約７万円必要）外国人の子供でも分け隔てなく

無料で教育を受けさせてもらえる。 
 また、全ての義務教育は、９月入学、７月卒

業であるが、学年の年齢は、１月１日から１２

月３１日で構成される。日本から来た友達同士

が現地校に通うと、「日本では、同学年でも現地

では他の学年に分かれてしまう。」という現象が

起きてしまうことがあった。 
 
 ②初等教育 
 初等教育は、日本の小学校とほぼ同じである

が、学年相応以上に能力のある子は飛び級した

り、反対に学年修了水準に達していないと判断

された子は、先生、カウンセラー、親との相談

のもと留年することもある。近年、フランス語

圏では、学力が落ち、逆にオランダ語圏では学

力の水準が世界の中でも上位になっているので、

フランス語圏では留年させないで細かく子供の

学力をケアしようとする動きにある。 
 また、ブリュッセル市には仕事の関係で世界

中から集まってくる人々が多く、それぞれの国

の子供たちを教育する学校がたくさん存在して

いる。インターナショナルスクール、ブリティ

ッシュスクール、ヨーロピアンスクール、アメ

リカンスクール、スカンジナビアスクールなど

であり、中には空きがあれば日本人の子供たち

も通うことができる学校もある。しかし、その

学費は非常に高額である。（日本円で１日１万円

くらい。年間２００万円） 
また、補習校ではあるがアジア関係では、韓

国の補習校１校と中国の補習校２校（大陸系と

台湾系）がある。 
ベルギーは、ベトナム戦争の時に大量の難民

を受け入れたが、ベトナムの言葉を教える学校

は、知る限り存在していなかった。言語的には

完全にベルギー社会に溶け込んだようである。 
 
  ③中等教育 
 ベルギーでは、１２歳になる年度に中等学校

へ進学する。中等学校とは、日本でも徐々に定

着してきたが、中・高一貫教育のことである。 
 そして、３学年時に将来の進路を決定する。

選択できるコースは、「一般コース」「実科コー



ス」「芸術コース」「職業コース」の４つである。

一般的に約半数の生徒が「一般コース」を選択

するようである。これは大学等の高等教育機関

への進学を目的としたコースで、さらに様々な

学科に分かれている。 
 ただ、語学教育だけに関して言えば、ベルギ

ーでは、フランス語系の公立学校は、第一外国

語にオランダ語を必修科目として選択しなけれ

ばならない。オランダ語系の公立学校はこの逆

である。これは法律によって定められている。 
 よって、英語は第二外国語として選択しなけ

ればならないので、このことが生徒の負担とな

り、お金に余裕のある家庭の子供は、この法律

の枠外にある私立の学校へ、または、隣国のフ

ランスの公立学校へ通わせている。 
 この場合でも、ベルギー語がないことによる

弊害を垣間見ることができる。 
 
３．ブラッセル日本人学校の様子 
（１）概要 
 １９７７年９月、ベルギー在住の日本人会が

中心となり、「全日、子供が安心して通える日本

人学校の創設」を目指し、日本人学校全日制設

立準備会が発足した。 
 そして、翌々年の１９７９年５月５日にベル

ギーの法律に基づき認可を受け、念願の「ブラ

ッセル日本人学校全日制」が誕生した。（補習校

は、既に１９７４年に開校） 
 校舎はオーデルゲム区の閑静な住宅地にある。 
３階建てで普通教室が１５教室、コンピュータ

ー室、家庭科室、理科室などの特別教室が６教

室、外国語ルームが２教室、特別支援教室が１

教室、その他、体育館、グランドという施設が

揃っており、校舎自体は日本にある普通の公立

の学校と大差は無い。ただ、同じ校舎内に補習

校の職員室があり、土曜日は、優先的に補習校

が校社内の施設、設備を使用する。児童生徒は

１７０名前後である。 
 平成１８年５月に行った全日制の児童生徒の

調査結果は、以下の通りである。 

        （在籍数） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 通学方法は、登校手段と下校手段に差が見ら

れる。朝、自家用車で送ってもらった児童生徒

たちの中には、帰りにはバス・トラム・メトロ

等の公共の交通機関を利用したり、徒歩で下校

したりしている。ただ、ブラッセル日本人学校

の規則の中に、「小学部児童は保護者と一緒に登

下校することとするが、中学部生徒はその限り

ではない。」という規則があるので、小学部・中

学 年 男 子 女 子 計 
小 １ ２３ ２７ ５０ 
小 ２ ２７ ２７ ５４ 
小 ３ ３２ ２４ ５６ 
小 ４ ３５ ２７ ６２ 
小 ５ ２３ １１ ３４ 
小 ６ １７ ２２ ３９ 
中 １ １３ １３ ２６ 
中 ２ １３ ７ ２０ 
中 ３ １１ ４ １５ 

合 計 １９４ １６２ ３５６ 
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学部の中にも若干の差が見られる。 
 児童生徒の出身都道府県は、愛知県が圧倒的

に多く（トヨタ関連）、続いて神奈川、東京（商

社や外交官関係）が順に続く。ただ、出身の意

味が「以前はどこに勤務していたか」という意

味であるのだが、意外にも「生まれや育ちは北

海道」という保護者が多かったことには驚いた。 
札幌はもちろんのこと、小樽、美唄とその数は

私が把握しているだけでも、１０人を超えてい

た。 
 ブラッセル日本人学校に籍を置く児童生徒の

年数はこの数年で変化を見せてきた。小学部に

おいては、以前はどの学年も大差が無かったの

であるが、幼稚園の年長から、小学部の４年生

ぐらいまでベルギーに滞在するケースが非常に

多くなっている。よって、５年生から急に在籍

数が落ち込んでいく。企業側が在勤手当ての関

係から比較的年齢の若い人材を海外に送り込ん

でいるという話も聞く。 
尚、中学部で転入してくる生徒の保護者には、

管理職など比較的地位の高い方が多いようであ

る。 
 
（２） 教育の特色 
ブラッセル日本人学校では、平成 18年より、

「児童・保護者・教職員に見える教育の推進」

をスローガンに「調和のとれた教育課程の編成」

を行なってきた。具体的には、以前まで在外教

育施設の特色として教育課程編成の上で重要視

されてきた「国際理解教育」「外国語教育」「情

報教育」の三本柱を大切にしながらも、日本国

内の教育の趨勢を鑑み、「図書館教育の充実」「基

礎・基本の徹底、習熟度に応じた指導の徹底」

「教育相談、特別支援教育の充実」「体力の維持

向上」の 4項目も新たに指導の重点とした。よ
って、在外教育施設ならでわの教育内容は、表

面上以前より減った形になる。 
 しかし、先ほども述べたように「その効果が

見える教育」という観点で見直しを行なったの

で、かつての三本柱の「国際理解教育」「外国語

教育」「情報教育」には、逆にその内容が精選さ

れ充実する結果となった。 
 ここでは、日本国内とはあまり大差ないと考

える「情報教育」を除き、「国際理解教育」「外

国語教育」について紹介する。 
 
① 外国語教育の充実 
ブラッセル日本人学校では外国語の学習を

「英仏会話能力の育成」と捉え、現地採用の外

国語教師（常勤 1名、非常勤６名 計７名）を
中心に学習効果の効果を図るために弾力的な帯

時間を作成し、以下の目標の達成に向かって

日々の学習を進めている。 
 
＜小学部の目標＞ 
☆日常生活や国際交流等の具体的な場面での

会話を覚え、必要に応じて外国語を話せる

ようにする。 
☆基本的な語彙を使って、質疑応答ができる

ようにする。 
＜中学部＞ 
☆日常生活や国際交流等で、外国語を使って

同年代の子供や大人と話ができ、自分の意

思、考えを相手に伝えることができる。 
☆外国語を聞いたり、読んだりして、その内

容を理解することができ、それについて自

分の考えを述べることができる。 
 
具体的には各学年の実態に合わせて、次の

ように行なっている。 

＊中学部は、この他に教科英語を行なっている。 

 

毎日継続して学習しているので、語学学習の 
系統的な積み上げはできていると考える。 
ただ、今後の課題として、 

学 年 小１～４年 小５・６年 中学部 

利用時間 生活科 総合 総合 

１日の時間 ２０分 ２５分 ２５分 

教室 各レベルに合わせて児童生徒が移動 

学習言語 仏語必修 英仏語選択 英仏選択 



・ 学習の時間が短い。（小学部１・２・３・

４年は、２０分、小学部５年生以上は、

２５分）＊外国語講師より 
・ 小学部の低学年も、英仏語を選択制にし

て欲しい。＊保護者 
・ 小学部より文法を教えて、会話と同時に

「書ける」ようにしてほしい。＊保護者 
・ 教科英語と外国語会話との整合性のあり

方＊学校サイド 
などをあげることができる。 
尚、毎年外国人講師を中心にして、毎年４月

の中旬に「保護者に外国語の授業で使う教材を

紹介し、授業についての質問などを受け付け、

保護者に外国語授業についてより知ってもら

う。」ということを目的に「外国語のインフォメ

ーションデー」なる活動を行なっている。 
 
② 国際理解教育の充実 
ブラッセル日本人学校では「日本の国以外の

在外教育施設が多い。」という地の利を生かし

「学習言語の積極的利用」を目的に、各学年最

低年２回は、現地校、並びに外国の在外教育施

設の児童生徒との交流を行なうことになってい

る。そこで、外国の児童生徒との親睦を図ると

同時に、日頃の語学学習の成果を確かめる場と

している。（外国語学習の関係上、低学年は現地

のフランス語系の学校となる。） 
交流する場合は「訪問と受け入れ」を行なう

ことを原則としている。つまり、同じ学校の子

供たちと２回交流を行なうことになる。 
私も引率者として数回交流の場に立ち会って

いるが、何処の学校でも非常に友好的に日本人

学校の児童生徒を迎え入れてくれる。特に現地

校では、ベルギー王室と日本の皇室の関係も良

好なこともあるのか、「来年もぜひ交流をした

い。」ということを言われる。 
児童生徒も日頃の学習の成果を発揮できるこ

の交流活動を非常に楽しみにしている。スカン

ジナビアスクールや、ヨーロピアンスクールな

どフランス語を母国語としない学校の児童生徒

も、フランス語を話せる場合が多いので、日本

人学校でフランス語を選択している小学部 3年
生以上の児童生徒も積極的に会話に挑戦するこ

とができる。 
また、基本的に英語は必修科目ではないオラ

ンダ語系のフラマンの現地校も、近年は必修で

あるはずのフランス語の習得よりも、英語教育

に力を入れているので、小学部低学年でなくて

もオランダ語系の現地校と交流をする学年が多

くなってきている。 
 

＜各学年における 18年度交流校一覧＞ 

 
 

学年 交流校名 言語 移動手段 

Saint-Julien 仏 徒歩 小 1 
La Sapiniere 仏 バス 
La Sapiniere 仏 バス  ２ 
ワーテルマールボ

ワフォー 
仏 バス 

 ３ L’autre ecole 仏 徒歩 
Sapiniere 仏 バス  ４ 
Ecole Europeenne 仏 

英 
徒歩 

Ecole 
Europeenne  

仏 
英 

徒歩 

La Sapiniere 仏 バス 

 ５ 

Evereide 英 
蘭 

バス 

Evereide 英 
蘭 

バス 

La CLAIRIERE 英 
仏 

各家庭で

送迎 

 ６ 

Universiteit  
LEUVEN 

日 
 

バス 

中１ MiddenSchool 
Maaseik 

英 
蘭 

バス 

L‘ Assomption 仏 メトロ  ２ 
Saint-Julien 英 徒歩 

 ３ British School 英 バス 



（２）現地での教育実践 
①積極的に行った研究授業 

 ブラッセル日本人学校では、「毎年全員研究授

業を行う。」ということになっている。また、そ

の中でも「特設公開授業」というものがある。

これは低中高学年の各ブロックの代表が各ブロ

ックの研究の成果を発表するという意味での

「特設」である。 
 私は、「信用は自分で作る、常に提案してい

く気持ちを忘れない」という信念の基、１年次、

２年次の特設授業に立候補し、授業をさせても

らった。 
 授業作りは、まず、私自身の研究に対する概

念が覆させることから始まった。自分自身では、

今まで研究畑を歩き、それなりの自信を持って

いたのであるが、いろいろな場面でその意識が

見事に砕かれた。口論に発展することもあった

が、いろいろな地域の先生方から自分の気づか

ないような研究の視点を教えてもらい、本当に

良い経験になった。 
 尚、３年次は統合総括教務という立場上、特

設の授業を行う機会は与えられなかったが、飛

び込み授業の形で「５年道徳」と「４年社会科」

の授業を公開した。 
 他の先生方の授業も大変参考になった。派遣

されて本当に良かったと感じている。この成果

は、今後ぜひとも北海道の現場で還元したいと

考えている 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1学年 図工科・国語科学習指導案 
     （合科的指導と ITの活用） 

平成１６年 9月２９日（水）
１．題材名 図工科「お話大好き」 

      国語科「よく見て書こう」 

２．指導観 

  学習時間の確保が難しい在外教育施設の実態を解決するという消

極的な理由ではなく、教科の関連性を図ることで活動の相乗効果をね

らった。（ITを利用） 

３．成果と課題 

・ フリーのソフトの有効性を教職員に啓発することができた。 

・ 予想以上の時間を費やしてしまった。 

第５学年 道徳指導案 
     （特別支援教育関連の指導） 

平成１７年１０月３日（月） 

１． 主題名 「いつか日本にもどっても・・・」 

       ２－（２）思いやり・親切 

２．指導観 

  在外教育施設で思いやりや親切の心を育て、各都道府県に帰った時

の生き方の糧にしてもらいたいと考えた。 

３．成果と課題 

・ 授業を通して障害者に対する思いやりの心を育てることがで

きたのではないか。 

・ 2・3年で帰国してしまうので子供の変容を見れない。 

第４年 社会習指導案 
     （評価基準・規準の明確化） 

平成１７年 5月１８日（水）
１． 単元名 大単元「くらしを守る」 

      小単元「安全を守る工夫（警察の仕事） 

１． 指導観 

各時間毎の評価の基準と規準を明確にし、日本以上の車社会である

ベルギーの交通安全に対する警察の仕事を体験的に活動させたい。 

３．成果と課題 

・ 地域人々 に日本人学校の活動を知ってもらう良い機会となっ

た。 

・ 学習のまとめとして、交通安全のポスターを作製したが、仏

語でしか表記していなかったので、公の場所には貼らせても

らえなかった。 

第４年 社会科学習指導案 
     （外国から日本を見つめる） 

平成１８年９月１９日（火） 

２． 単元名 大単元「わたしたちの県」 

      ～北方領土を通して日本の様子を考えよう～ 

２．指導観 

  国境を強く意識するベルギーに住んでいる子供たちに、日本の領土

についても関心を持ってもらいたいと考えた。 

３．成果と課題 

・ 子供たちは「北方領土」という日本固有の領土があることに

気づいた。 

・ 本州の先生方にも「北方領土は他国の領土」という意識が強

いことがわかった。 



 ②特別支援教育の推進 
＜ブラッセル日本人学校の教育目標から＞ 
本校の教育目標具現化のキーワードとして

「見える教育の推進」がある。見えるとは、「子

供がわかる教育から、子供ができる教育」「子

供が一層のびる教育」を目指すことである。で

は「子供がわかる」「子供ができる」とは、どの

ように考えていけばよいのだろうか。これは、

かなり昔から、おそらくは戦後の教育界の課題

であった。それは、現代教育の本質を考えるこ

とに外ならないからである。 
しかし、これまでの研究の成果を見てみると

「何ができればわかったことになるのか」「何が

できればできたことになるのか」という結果を

示す事例は多いが、「どうしてこの子供は、学習

に困難を感じてわからないのか、できないのか」

また、「どんな手立てを講じればよいのか」とい

うことを研究している事例は少なかったように

考える。これは、いかに「教育の個別化、個性

化」などと叫ばれても、結局は明治５年に発布

された学制から連綿と続く「一斉指導」「集団指

導」の枠の中でしか、通常学級の教育は考えら

れてこなかったことが原因である。 
この教育界の閉塞感を抜け出すヒントは、意

外にも今まであまり通常学級では顧みられてこ

なかった「発達障害」を中心とする「特別なニ

ーズを持っている子供たち」の研究にあるので

はないか。本校では、その子供たちの学習のプ

ロセスを紐解いていき、困難を取り除き、適切

な支援を行い、学習の目標の達成を達成すると

いうことは、先述の「見える教育推進」「わかる、

できる」「基礎学力、発展学習とは何か」という

研究そのものにつながっていくと考えた。 
 
＜本校の児童生徒の実態から＞ 
平 成 １ ４ 年 に 文 部 科 学 省 で 実 施 し た

LD,ADHD高機能自閉症等、学習に困難を感じ
る児童生徒に関する調査では、通常学級では約

６．３％の児童生徒が学級に存在する可能性が

あるという結果が出た。 

本校でも、以前は「障害がある場合は、海外 
赴任をあきらめるか、単身赴任で」ということ

で、本校に入学、及び転入してくる子供はそれ

ほど多くは無かったが、日本での「学習に困難

を感じる児童生徒の増加」を受け、ここ数年、

電話やメールなどによる連絡で「自分の子供に

障害（発達障害も含めて）があるが受け入れて

ほしい」という内容の打診を受ける件数が多く

なってきている。 
これは、ベルギーに進出してくる企業が微増

ながらここ数年増えてきていることも関係して

いるのかもしれない。 
そこで、本校でも「子供と一緒に海外で生活

をしながら仕事をしたい」と希望する保護者の

意思の尊重、「積極的に海外で事業を展開した

い」という企業の要望などから、マロニエ学級

＝「障害児教育」という枠組みからマロニエ教

室を中心とする「特別支援教育」という新たな

支援の形を模索しなければならなくなった。 
 
以上のような事情から、文部科学省に研究指

定校認定の申請をし、平成 1６、１７年の 2 年
間研究を深め「在外教育施設の特別支援のあり

方」を特別支援教育主任研究員として報告書に

まとめ、文部科学省及び世界各国の全日制の日

本人学校へ配布した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確かな学力が

みえる指導と



 ③補習校での授業 
 ブラッセル日本人学校では、派遣 3年目に同
じ校舎内にある補習校から研究授業の機会を与

えられる。文部科学省の派遣教員は、業務とし

て補習校の仕事をする必要はないのであるが、

「プロの教師の指導技術を補習校の先生に公開

して欲しい。」という補習校側の思惑と「全日制

の子供とは違う環境に育っている子供たちに授

業を行なってみたい。」という教師側の思惑が合

致するので、この取り組みを拒否する教員はい

ない。 
 ブラッセル補習校の概要を大まかに述べると、 
・ 授業は土曜日だけ。 
・ 午前中の４時間を標準とする。（2時間は、
国語、残りの２時間は算数・数学） 

・ 午後には、選択（有料）で社会科・図工・

理科などの特別授業を行なっている。 
・ 教員は教員免許（中学校音楽２種がほと

んど）を持っているが、日本での教職経

験はない方々が多い。＊ベルギーの音楽

学校に留学している。 
・ 校長は文部科学省からの派遣、他に現地

採用の教頭（日本での教職経験あり）が

いる。 
・ 児童生徒の生い立ちは様々。当然、日本

語習得レベルも年齢に関係なく様々 
・ 日本語活用能力が特に低い児童生徒は、

特別教室で学習をする。 
・  
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
第３年 国語科学習指導案 
     （補習校） 

平成１８年１０月７日（土） 
１．単元名 「すがたを変える大豆」 
     ～本を作りながら学習を進めよう～ 
２．指導観 
  補習校では、通常十数時間かけなければな

らない単元の内容を 4時間でやらなければな
らない。更に児童の言語能力も様々であるこ

とを考慮し、この授業では大事な点を発見し

ながら、写真や絵を用いて自分なりの飛び出

す絵本を作り、内容をまとめることにした。 
３．成果と課題 
・ 「体験的な活動をしながら学習を進める」

という学習は、日頃あまり行なわれていな

いので、子供たちは非常に意欲的に学習に

取り組んでいた。 
・ 補習校では「指導内容を厳選しなければな

らない。」と言えば聞こえはいいが、私の

感覚で言う教科書を流す程度の学習しか

できなかった。日本で真面目に仕事をして

いる教員は、必ずこのジレンマに悩まされ

ると感じた。ただ、授業後たどたどしい言

い方で、「先生、ありがとうございました。」

と言われると本当にうれしかった。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 
４．終わりに 
３月１８日午後 1時、ブラッセル日本人学校

の正門より帰国の途に着いた。 
3 年の派遣期間のうち、1 年目は 1 学年の担

任、2年目は研究部、3年目は統合総括教務と 2
年として同じ仕事をしてきたわけではなかった

ので、正直きついこともあったが、当日は同僚

の先生方はもちろん、専科で教えていた子供た

ちやその保護者も見送りに集まってくれたので

そんな思いはすぐに吹き飛んでしまった。 
 最後の挨拶を終え、春の晴天の中、ふと空を

見ると「ここはヨーロッパの十字路だ。」と言わ

んばかりに、いくつもの飛行機雲の筋が交差し

て、まさに「空の十字路」を作っていた。その

青空の中、「充実感」というお土産を持って、

家族一緒に無事に帰国できたことに安堵した。 
 やり遂げたこともあるが遣り残した課題もあ

る。しかし、残りの課題は残る方々への「バト

ン」だと思って、安心して渡してきた。 
 きっとこれからも、リレーのように派遣教員

の意思が受け継がれることであろう。更にブラ

ッセル日本人学校が発展していくことを希望し

ている。 


